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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】内視鏡の先端硬質部に設けられる鉗子管などの
内容物を、先端部本体の後方に設けた支持部材で支持す
ることによって、修理性を低下させることなく、先端硬
質部を細径化することのできる内視鏡を提供する。
【解決手段】本発明の内視鏡１０は、先端硬質部２４の
先端部本体４２に形成された孔４２ａ～４２ｄにそれぞ
れ、光学ユニット、鉗子管５６、ライトガイド５２、送
気・送水管５４が取り付けられている。先端部本体４２
の後端には、支持板６６が取り付けられる。支持板６６
には、孔６６ａ～６６ｄが形成され、この孔６６ａ～６
６ｄにそれぞれ、光学ユニット、鉗子管５６、ライトガ
イド５２、送気・送水管５４が嵌入され、その位置が規
制される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡挿入部の先端硬質部に先端部本体
が設けられ、該先端部本体に光学ユニット、ライトガイ
ドなどの内容物の先端部が保持された内視鏡において、
前記先端部本体の後方には、前記内容物を支える支持部
材が設けられ、前記先端部本体と前記支持部材とによっ
て前記内容物が支持されることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  前記支持部材には、前記先端部本体に対
して位置決めする位置決め用の突起が設けられているこ
とを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡に係り、特に
先端硬質部の先端部本体に支持される対物光学ユニット
やライトガイドなどの内容物を備えた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療用内視鏡の手元操作部には、体内に
挿入される挿入部が接続され、挿入部には、湾曲部を介
して先端硬質部が設けられている。図８に示すように、
先端硬質部は先端部本体１を有し、この先端部本体１に
形成された孔１ａ、１ｂに、対物光学系２や鉗子管３が
取り付けられている。対物光学系２の後方には、固体撮
像素子４が設けられ、この固体撮像素子４の受光面に、
対物光学系２から取り込まれた観察像が結像される。鉗
子管３は、鉗子チューブ５に接続され、この鉗子チュー
ブ５を介して手元操作部の鉗子挿入部（不図示）に連通
される。よって、鉗子挿入部から挿入した処置具（不図
示）が鉗子管３に導かれ、鉗子管３から挿脱される。
【０００３】また、先端部本体１には、図９に示すよう
に、孔１ｃ、１ｄが形成され、この孔１ｃ、１ｄにそれ
ぞれ、ライトガイド６、送気・送水管７が取り付けられ
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、先端硬質部
を細系化するため、光学ユニット、鉗子管３、ライトガ
イド６、送気・送水管７などの各内容物は、近接して配
置されており、各内容物が取り付けられる孔１ａ～１ｄ
も近接して形成されている。このため、各孔１ａ～１ｄ
同士、例えば図９に示す孔１ａと孔１ｂは連通され、孔
１ｂは孔１ａ側に孔壁を形成することができない。１ｂ
の孔壁が少なくなるに従って、孔１ｂに保持される鉗子
管３の位置精度は低下し、鉗子管３が光学ユニットや先
端スリーブ８に接触する虞がある。このため、図８及び
図９に示した先端硬質部は、各内容物をより近接させて
配置することができず、先端硬質部を細径化することが
難しかった。
【０００５】図１０に示す先端硬質部は、各内容物の配
置を変えることなく、先端部本体１を無理に細径化して
いる。このため、孔１ａの孔壁を、先端部本体１の外周
側に形成できなくなり、先端部本体１の外周面に切欠き
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部１ｅが形成された構成になっている。切欠き部１ｅが
形成された先端部本体１に先端スリーブ８を外嵌させる
と、その嵌合部の強度が低下する虞がある。そこで、先
端部本体１の切欠き部に接着剤が充填され、先端部本体
１と先端スリーブ８との嵌合部が補強される。
【０００６】しかし、図１０に示した先端硬質部は、接
着剤を充填したために先端硬質部を分解できなくなり、
修理などの際に不都合を生じる。
【０００７】本発明はこのような事情に鑑みてなされた
もので、修理性を低下させることなく、先端硬質部を細
径化することのできる内視鏡を提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の発明は前
記目的を達成するために、内視鏡挿入部の先端硬質部に
先端部本体が設けられ、該先端部本体に光学ユニット、
ライトガイドなどの内容物の先端部が保持された内視鏡
において、前記先端部本体の後方には、前記内容物を支
える支持部材が設けられ、前記先端部本体と前記支持部
材とによって前記内容物が支持されることを特徴として
いる。
【０００９】請求項１記載の発明によれば、内容物を支
持する支持部材を設け、内容物を先端部本体と支持部材
とによって二点で支持するようにしたので、例えば先端
部本体の孔に切欠きを設けた際に嵌合長が短くなってガ
タつきが生じやすい状態になっても、内容物は支持部材
の孔で位置が規制され、内容物の位置精度が向上し、そ
の結果、内容物をより近接させて先端部本体を細径化す
ることができる。
【００１０】請求項２記載の発明によれば、位置決め用
突起を設けることによって、先端部本体に対する支持部
材の相対的位置を位置決めしたので、先端部本体と支持
部材とによって支持される内容物の位置精度が向上す
る。また、位置決め用突起を先端部本体の切欠き部を覆
うようにして設けると、その切欠き部が補強されるの
で、接着剤を充填する必要がなくなり、修理性が向上す
る。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る内視鏡の好ましい実施の形態について詳述する。
【００１２】図１に示す内視鏡１０は、手元操作部１２
と、この手元操作部１２に接続された挿入部１４を備
え、挿入部１４は、挿入部側軟性部２０、湾曲部２２、
及び先端硬質部２４から構成される。湾曲部２２は、手
元操作部１２に設けられた一対の湾曲操作用ノブ２６、
２６を回動させることによって遠隔的に湾曲操作され、
先端硬質部２４が所望の方向に向けられる。
【００１３】手元操作部１２には、鉗子等の処置具が挿
入される鉗子挿入部３４が設けられるとともに、シャッ
ターボタン２８、吸引ボタン３０、送気・送水ボタン３
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２が並設されている。また、手元操作部１２には、ユニ
バーサルケーブル１６を介してＬＧ（ライトガイド）コ
ネクタ１８が連結されている。ＬＧコネクタ１８には、
図示しない光源装置に接続されるライトガイド棒１９が
設けられ、さらにＬＧコネクタ１８には電気ケーブル３
６を介して電気コネクタ３８が接続されている。なお、
図１の符号３９は、電気コネクタ３８の防水用キャップ
である。
【００１４】図２及び図３に示すように、先端硬質部２
４は、略円柱状に形成された先端部本体４２を有し、こ
の先端部本体４２に、円筒状の先端スリーブ４４が外嵌
される。先端部本体４２及び先端スリーブ４４の露出面
は、フッ素樹脂等によってコーティングされている。
【００１５】先端部本体４２の孔４２ａには、対物光学
系５０が取り付けられている。対物光学系５０の後方に
は、基板５８に支持されたＣＣＤ（固体撮像素子）６０
が設けられ、このＣＣＤ６０の受光面に、対物光学系５
０から取り込まれた観察像が結像される。この観察像
は、ＣＣＤ６０によって電気信号に変換され、この電気
信号は、信号ケーブル６２を介して図１の電気コネクタ
３８からプロセッサ（不図示）に出力される。プロセッ
サに出力された電気信号は、信号処理回路によって影像
信号に変換された後、モニタ（不図示）に出力される。
【００１６】図２に示す如く、先端部本体４２の孔４２
ｂには、鉗子管５６が嵌入されている。鉗子管５６は、
鉗子チューブ６４に接続され、この鉗子チューブ６４を
介して、図１の鉗子挿入部３４に連通される。これによ
り、鉗子挿入部３４から挿入した処置具が、図２の鉗子
チューブ６４、鉗子管５６を介して、鉗子孔４２ｂに導
かれる。また、鉗子管５６は、鉗子チューブ６４を介し
て、図１の吸引ボタン３０で操作される吸引バルブ（不
図示）に連通される。したがって、吸引ボタン３０が操
作されると、図２の孔４２ｂから吸引される。
【００１７】図３に示すように、先端部本体４２の孔４
２ｃ、４２ｃには、ライトガイド５２が嵌入される。ラ
イトガイド５２は、図１の挿入部１４、及びユニバーサ
ルケーブル１６を介してＬＧコネクタ１８のライトガイ
ド棒１９に接続される。したがって、このライトガイド
棒１９を不図示の光源装置に接続することによって、光
源装置からの照射光がライトガイド５２を介して伝達さ
れ、先端部本体４２の照射窓（不図示）から照射され
る。
【００１８】また、図３に示す先端部本体４２の孔４２
ｄには、送気・送水管５４が嵌入される。送気・送水管
５４は、先端部本体４２に形成される噴出口（不図示）
に連通されるとともに、図１の送気・送水ボタン３２で
操作される送気・送水バルブ（不図示）に送気・送水チ
ューブ（不図示）を介して接続される。これにより、送
気・送水ボタン３２が操作されると、送気・送水チュー
ブを介して供給された水又は空気が噴出口から噴射され
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る。
【００１９】図４に示すように、対物光学系５０が取り
付けられた先端部本体４２の孔４２ａの後端部側は、基
板５８や固体撮像素子６０などの光学ユニットの形状に
合わせて形成されている。このため、孔４２ａと孔４２
ｂの間、及び、孔４２ａと孔４２ｃの間に肉厚を設ける
ことができず、孔４２ａと孔４２ｂ、及び孔４２ａと孔
４２ｃが連通されている。また、先端部本体４２は、孔
４２ａの外側に肉厚を設けるスペースがなく、外周面に
切欠き部４２ｅが形成されている。
【００２０】図２に示すように、先端部本体４２の後端
部側には、支持板（支持部材に相当）６６が設けられて
いる。支持板６６は、ステンレスなどの金属、或いは強
化プラスチックなどによって形成され、先端部本体４２
の後端面にねじ止めされる。図５に示すように、支持板
６６には、光学ユニット、鉗子管５６、ライトガイド５
２、送気・送水管５４をそれぞれ嵌め込むための孔６６
ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄが形成されている。
【００２１】また、支持板６６には、図６に示すよう
に、先端部本体４２側に突起部６６ｅが形成されてい
る。突起部６６ｅは、先端部本体４２の外周面形状に倣
って円弧状に形成され、図２及び図４に示すように、先
端部本体４２の切欠き部４２ｅに配置される。これによ
り、先端部本体４２の切欠き部４２ｅが支持板６６の突
起部６６ｅによって塞がれる。
【００２２】次に上記の如く構成された内視鏡１０の作
用について説明する。
【００２３】光学ユニット、鉗子管５６、ライトガイド
５２、送気・送水管５４などの各内容物は、先端部本体
４２の孔４２ａ～４２ｄに挿入されて固定されるととも
に、支持板６６の孔６６ａ～６６ｄに嵌め込まれて支持
されている。したがって、各内容物は、先端部本体４２
と支持板６６の二点で位置規制されるので、所定の位置
に精度良く配置される。これにより、各内容物が傾いて
内容物同士が干渉したり、傾いた内容物が先端スリーブ
４４に接触したりしないので、先端硬質部２４の組立性
が向上する。
【００２４】また、支持板６６によって各内容物の位置
が規制されるので、孔４２ａ～４２ｄが近接して連通部
分が大きくなった場合にも、各内容物の位置精度が低下
する虞がない。これにより、各内容物をより近接させる
ことができ、先端部本体４２を細径化することができ
る。
【００２５】また、本実施の形態によれば、支持板６６
に設けた突起部６６ｅが先端部本体４２の切欠き部４２
ｅに係合され、先端部本体４２に対する支持板６６の相
対的位置が位置決めされる。したがって、支持板６６と
先端部本体４２とによって二点支持される各内容物の位
置精度が向上するので、結果として先端部本体４２を細
径化することができる。
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【００２６】さらに、支持板６６の突起部６６ｅを先端
部本体４２の切欠き部４２ｅに配置して切欠き部４２ｅ
を塞いだので、先端部本体４２と先端スリーブ４４との
嵌合部の強度が向上する。したがって、切欠き部４２ｅ
に接着剤を充填して補強する必要がないので、先端硬質
部２４を容易に分解・再組立することができ、修理性が
向上する。これにより、孔４２ａの外側に孔壁を設ける
必要がなくなるので、先端部本体４２をより細径化する
ことができる。
【００２７】なお、支持板６６の孔６６ａ～６６ｄの形
状は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、
各内容物の位置を規制できればよい。例えば、図７に示
す孔６６ｂは、バーリング加工によって形成され、孔６
６ｂの縁に円筒状のフランジ６８が形成されている。孔
６６ｂに挿入される鉗子管５６は、このフランジ６８に
よって支持される。したがって、フランジ６８の長さＨ
の分だけ、鉗子管５６が支持板６６に嵌合する嵌合長が
増えるので、鉗子管５６の位置精度がさらに向上する。
【００２８】また、支持板６６の位置は、上述した実施
の形態に限定されるものではなく、先端部本体４２と支
持板６６の間に隙間をあけて配置するようにしてもよ
い。
【００２９】また、支持板６６を固定せずに使用しても
よい。この場合にも、支持板６６によって各内容物同士*
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*の間隔が保持されるので、内容物が接触することを防止
できる。
【００３０】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る内視鏡
によれば、内容物を嵌め込む支持部材を設けたので、内
容物が先端部本体と支持部材によって、二点で位置規制
される。したがって、内容物の位置精度が向上し、結果
として先端部本体を細径化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る内視鏡の全体構成図
【図２】先端硬質部の構造を示す側面断面図
【図３】図２の３－３線に沿う先端硬質部の断面図
【図４】図２の４－４線に沿う先端硬質部の断面図
【図５】支持板を示す正面図
【図６】支持板を示す平面図
【図７】支持板の孔の形状を示す側面断面図
【図８】従来の先端硬質部を示す側面断面図
【図９】図８のＡ－Ａ線に沿う先端硬質部の断面図
【図１０】従来の先端硬質部を示す側面断面図
【符号の説明】
１０…内視鏡、１２…手元操作部、１４…挿入部、２４
…先端硬質部、４２…先端部本体、５０…対物光学系、
５２…ライトガイド、５４…送気・送水管、５６…鉗子
管、６６…支持板、６６ｅ…突起部
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